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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.55

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.54 1.1171 121.26 1.3149 0.6983
SYD-NY High 108.63 1.1180 121.34 1.3160 0.6993
SYD-NY Low 107.84 1.1125 120.18 1.3054 0.6930
NY 5:00 PM 108.18 1.1156 120.62 1.3075 0.6946

NY DOW 28,634.88 ▲ 233.92 日本2年債 - -
NASDAQ 9,020.77 ▲ 71.42 日本10年債 - -

S&P 3,234.85 ▲ 23.00 米国2年債 1.5316 ▲3.84bp     
日経平均 - - 米国5年債 1.5929 ▲7.28bp     
TOPIX - - 米国10年債 1.7925 ▲8.38bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 23,315.00 ▲ 395.00 独10年債 -0.2825 ▲5.85bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,622.40 18.10 英10年債 0.7365 ▲5.35bp     

DAX 13,219.14 ▲ 166.79 豪10年債 1.2530 ▲12.10bp   
ﾊﾝｾﾝ指数 28,451.50 ▲ 92.02 USDJPY 1M Vol 5.49 0.48%
上海総合 3,083.79 ▲ 1.41 USDJPY 3M Vol 5.78 0.31% 　

NY金 1,552.40 24.30 USDJPY 6M Vol 6.03 0.23%
WTI 63.05 1.87 USDJPY 1M 25RR -1.30 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 186.90 1.36 EURJPY 3M Vol 6.05 0.27%
ドルインデックス 96.84 ▲ 0.01 EURJPY 6M Vol 6.30 0.15%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月3日 22:00 独 CPI(前年比)・速報 12月 1.5% 1.4%
1月3日 22:00 独 CPI(前月比)・速報 12月 0.5% 0.4%
1月4日 00:00 米 ISM製造業景況指数 12月 47.2 49

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月6日 17:55 独 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(ｻｰﾋﾞｽ/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・確報 12月 52/49.5 52/49.4
1月6日 19:00 欧 PPI(前月比/前年比) 11月 0.1%/-1.5% 0.1%/-1.9%
1月6日 23:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(ｻｰﾋﾞｽ/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・確報 12月 52.2/- 52.2/52.2

【マーケット・インプレッション】 株式相場の格言：子（ね）は繁栄。

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場で米軍がｲﾗﾝを攻撃したとのﾆｭｰｽを受け、ﾘｽｸ回避の動きからﾄﾞﾙ買い、円買いが強まる中、円買いが優勢となっ
たことから107.92まで下落したﾄﾞﾙ円は、108.10でNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はｲﾗﾝの最高指導者ﾊﾒﾈｲ師の報復措置警告が伝わる
ものの、ﾄﾞﾙ円は狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続くが、10時の米経済指標を発表を控え、108.27まで戻す。注目の米12月ISM製造
業景況指数は下げ止まりが期待されたが、47.2と予想49を下回り、5ヶ月連続で景気の分岐といわれる50を割り込み、
2009年6月以来の低水準となったことから、ﾄﾞﾙ円は108.01まで反落する。その後は低下していた米金利が一旦落ち着く
動きに108.18まで戻すが、再びﾄﾞﾙ売りが優勢となり、107.92まで下落する。午後は、軟調な株式市場が下げ幅を再び拡
大させる動きに107.84まで下落する。その後FOMC議事録が発表されたが特段ｻﾌﾟﾗｲｽﾞな内容は見当たらず、ﾄﾞﾙ円の反
応は限定的となり、終盤に掛けては週末を控え閑散な推移が続き、108.18でｸﾛｰｽﾞした。一方、海外市場で1.1178まで戻
したﾕｰﾛﾄﾞﾙは、米軍のｲﾗﾝ攻撃の報を受けたﾄﾞﾙ買いに一時1.1125まで反落し、1.1139でNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は狭いﾚﾝｼﾞでの
推移が暫らく続くが、徐々にﾄﾞﾙ売りが優勢となり、ISM製造業景況指数を受けたﾄﾞﾙ売りも加わり1.1180まで戻す。午後
は、FOMC議事録を受けたﾕｰﾛﾄﾞﾙの反応は殆どなく、その後は調整からやや軟化し、1.1156でｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)
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ｱｼﾞｱ時間のﾄﾞﾙ円は108.54ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡米軍が空爆によりｲﾗﾝ軍高官をｲﾗﾝ･ﾊﾞｸﾀﾞｯﾄﾞにて殺害との報道を受け､地政学ﾘｽ
ｸの高まりからWTIが一時63.80ﾄﾞﾙ近辺まで上昇するなど､原油価格が急騰｡ﾘｽｸ回避の動きが強まる中､ﾄﾞﾙ円は一時
108.00まで下落｡その後､ｱｼﾞｱ時間終盤にかけてやや持ち直す動きとなり､108.10ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡ (香港時間
14:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場ﾄﾞﾙ円は下値を試す展開となった。108.10ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。米ｲﾗﾝ間の対立激化懸念から安全資産とされる円買い
が進み約2か月来の安値107.92を付けた。軟調地合いのまま108.10ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは売られた。
1.1312 ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。12月英建設業PMIが44.4と予想45.9を下回りﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄを控えた景気後退懸念が強まり1.3054まで
下落し1.3082ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ　00531 444 179 西海) 日本では本日が新年最初の営業日。

2019年のドル円を振り返ると、年初1月3日の早朝に相場が瞬間的に急変する「フラッシュクラッシュ」に見舞われ、波乱が

予想されるもその後は大きな値動きがなく終わった。2019年のドル円の値幅はわずか8円30銭。前年（2018年）の9円99銭を

大きく更新し、動かない相場となった。市場参加者が警戒していた年初の為替相場の急変は一先ず回避されたものの、米・

イランの緊張高まりを受けてリスク回避志向が高まり、ドル円は一時108円を下回る水準まで下落した。2020年の金融市場

は慎重なスタートになりそうだ。

ドル円のチャートに目をやると、昨年末、一目均衡表（日足）の雲の上限を推移していたが、先週末には雲の中に入り下限

（108円付近）で引けている。6日のドル円が上値を抑えて始まることが予想される中、雲をしっかり抜ける可能性を考慮すべ

きである。一方、18年に何度もドル円の下値をサポートした100日移動平均が（3日：108.03）に控えており、ドル円の下支えと

して機能するかには注目したい。

年末年始。起源は中国の殷の時代に遡る干支。株式相場の格言にはいつからか次のようなものがある。

『辰巳（たつみ）天井、午（うま）尻下がり、未（ひつじ）辛抱、申酉（さるとり）騒ぐ、戌（いぬ）笑い、亥（い）固まる、子（ね）は繁

栄、丑（うし）つまずき、寅（とら）千里を走り、卯（う）跳ねる。』

ドル円相場は昨年（亥）、亥固まってしまったが、今年（子）は株式市場と共に格言通り上昇するか。

本年もよろしくお願いします。（大庭）

担当：大庭・松本 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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